
第３回公共事業評価部会

道路事業に係る残事業Ｂ／Ｃについて

平成２１年７月２２日

土木部道路課

資料 ２



完成年次：H24年度 部分供用：なし

■小野道路改良事業

残B/Cの考え方について

H22以降の発現効果（H24完成の翌
年から50年分）を計上。

便 益

Ｈ22～Ｈ24までの費用を計上（残事
業費）

費 用

完成年次：H23年度 部分供用：Ｈ22年度

■みやぎ県北高速幹線道路整備事業

H22以降の発現効果（Ｈ22部分供用
の翌年から50年分）を計上。（H23
完成の翌年に便益を修正）

便 益

Ｈ22～Ｈ23までの費用を計上（残事
業費）

費 用

完成年次：H２８年度 部分供用：なし

■坂津田道路改良事業

H22以降の発現効果（Ｈ2８完成の翌
年から50年分）を計上。

便 益

Ｈ22～Ｈ28までの費用を計上（残事
業費）

費 用
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完成年次：H24年度 部分供用：Ｈ18年度

■松崎道路改良事業

残B/Cの考え方について

H22以降の発現効果（H24完成の翌
年から50年分）を計上。（H18部分
供用の便益を考慮しない）

便 益

Ｈ22～Ｈ24までの費用を計上（残事
業費）

費 用

完成年次：H22年度 部分供用①：Ｈ20年度

■小平道路改良事業

H22以降の発現効果（Ｈ22完成の翌
年から50年分）を計上。（H20,21
部分供用の便益を考慮しない）

便 益

Ｈ22の費用を計上費 用

完成年次：H22年度 部分供用②：Ｈ2１年度
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部分供用なし

（平面図）

Ｎ

6.9億円

2.0億円

一般県道　大衡落合線　小野道路改良事業

（H24年度完成）
全
　
　
体
　
　
平
　
　
面
　
　
図

走行時間短縮便益 410.2億円

費
　
　
用
　
　
対
　
　
効
　
　
果 212億円

30.3

現在価値（B)

費用便益比（残事業）

92.0億円

23.5億円

525.7億円

8.9億円

7億円

合計

（一）大衡仙台線　　小野工区　L=１，４３７ｍ　供用箇所なし

改築費（残事業）

走行費用減少便益

交通事故減少便益

維持管理費

合計

現在価値（C)

小野工区
L=１，４３７

国道４５７号

宮床工区

(一)西成田宮床線

(一)大衡仙台線

町道山下大沢線

大　和　町
至 仙台 至 大衡

西成田宮床線
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部分供用あり（未供用）

　１６２．８億円

　　７４．６億円

１３００．３億円

５４９億円

主要地方道　築館登米線　みやぎ県北高速幹線道路整備事業(Ⅰ期）

２５．４億円

１５．８億円
費
用
対
効
果

（
残
事
業

）
合計

現在価値（B)

費用便益比（残事業）

４１．２億円

走行費用減少便益

交通事故減少便益

３０億円

１０６２．９億円

18.3

概
要
図

走行時間短縮便益

標
準
横
断
図

改築費（残事業）

維持修繕費

合計

現在価値（C)

平成22年度
部分供用　L=2.3Km

若柳南インター
国道398号
（Ⅰ期）終点

伊豆沼インター
加倉

(Ⅰ期）起点

全体延長L=8.8ｋm　平成23年度完成
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交通事故減少便益 0.5億円

合計 108.8億円

9.1億円

維持修繕費 2.5億円

合計 11.6億円

現在価値（B) ３６億円

費用便益比（残事業） 4.0

走行費用減少便益 10.0億円

標
準
横
断
図

費
用
対
効
果

（
残
事
業

）

改築費（残事業）

現在価値（C) 9億円

走行時間短縮便益 98.3億円

概
要
図

部分供用なし

主要地方道　丸森柴田線　坂津田道路改良事業

（主）丸森柴田線
　　　　　　　　　坂津田工区　平成28年度完成

L=1,760m W=6.5m

5



主要地方道　河南築館線　松崎道路改良事業

現在価値（B)
費用便益比（残事業）

走行時間短縮便益
走行費用短縮便益
交通事故減少便益

合計

改築費（残事業）
維持修繕費

合計

23．0億円

４億円

９億円

10．0億円
7．5億円
5．5億円

費
用
対
効
果

松崎道路改良　Ｌ＝１，９４１ｍ

概
要
図

平
面
図

部分供用あり（供用済）

2．8億円
2．0億円
4．8億円

現在価値（C)

2.3

松崎道路改良　Ｌ＝１，９４１ｍ

つなぎの沢貝塚

H18供用

国道３４６号

至田尻町

至田尻町

国道３４６号

１工区 ２工区 ３工区

H18供用開始

つなぎの沢貝塚

L = 450 m

平成24年度完成

L=450m
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部分供用あり（供用済区間あり）

一般県道半田山下線　小平道路改良事業

690.0億円
65.4億円

現在価値（Ｂ）

走行時間短縮便益
走行費用減少便益
交通事故減少便益

合計
32.1億円
787.5億円

合計
維持修繕費

現在価値（Ｃ）

費用便益比（残事業）
340億円

34.0

費
　
　
用
　
　
対
　
　
効
　
　
果

概
　
　
要
　
　
図

改築費（残事業） 8.7億円
5.0億円
13.7億円
10億円

常
磐
自
動
車
道

山元ＩＣ

国
道
６
号

半田山下
線

平成20年10月
供用

L=1070m

（
主

）
丸
森
柴
田
線

平成21年9月まで
　　供用予定
　　　L=300m

平成21年9月まで
　　供用予定
　　L=700m

3250 3250

6500

平成23年3月まで
　　供用予定
　　L=4,280m

全体延長　L = 6,350 m 　平成22年度完成

7


	001表紙
	011小野
	012県北・坂津田
	013松崎・小平



